
                                                        

                                                                               

                                  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

増税は今、本当に必要なのでしょうか？ 

確かに、震災からの復興や社会保障など、財源の必要な問題は山積みです。 

しかし、徹底的な行政改革と有効な経済政策を進めれば、増税をしなくても十分に活路を見出すことができるのです。 

問題は、政府にそれを実現する意思と能力があるかどうかです。 

それは、ここ千葉市でも同じことです。私はこの見地から、先の議会で①幕張メッセに対する市の経済施策について

質問しました。また、②「芯のある教育」の実現に必要な新しい教育の取り組みについて質問しました。 

 
 

今回の私の質問で、市は「巨額の負担金は支出しても、経営に口は出さない。」とわかりました。              
 

現在、幕張メッセ国際展示場は、モーターショー等の大きなイベントが相次いで撤退し、稼働率が著しく低下していま

す。これでは千葉市の経済が落ち込んでしまいます。 

幕張メッセ国際展示場は、千葉県が所有しており、(株)メッセが経営を委託されています。「県のものだから、千葉市は 

メッセに責任追及できない。」というのが質疑で分かった市の姿勢です。 

しかし、実は千葉市も建設費の一部を負担するという覚書きを交わしています。それにもとづいて、毎年、多額の血税

が支払われているのです。巨額の負担金を支出しているのに、経営の改善にも口出しできないとういうのは、通常の取引

き社会では考えられないことです。 
 

高コスト・低営業力の幕張メッセ （パシフィコ横浜との比較 H.2２年度） 
 

パシフィコと比べて稼働率は半分、利益は 1/3 しかないのに・・・役員報酬の総額は3 倍以上！ 
 

 稼働率 純利益 役員数 役員報酬総額 

幕張メッセ 3 割 1.2 億円 7 人 9300 万円 

パシフィコ横浜 8 割 3.8 億円 4 人 2900 万円 

 

幕張メッセの役員数と報酬は、多すぎるのではないでしょうか？ 

一概に「天下り＝悪」とは思いません。天下りの役員がいると、役所との仕事がスムーズ行くという声もあります。 

要は報酬に見合った仕事をしているかどうかです。 

しかし、パシフィコ横浜と比べると、幕張メッセの高コスト・低営業力は明らかです。 
 

市の負担金支出は平成 40 年まで続く。 
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千葉市の持ち株比率 

千葉県 25% 

日本政策銀行 20% 

千葉市 12,5% 

その他 

発行日 平成 24年 2月 15日 発行 桜井崇事務所   http://www.sakuraitakashi.com  

 

役員と報酬 

 
県 53% 市 47% 

負担金の割合 負担金支出額は平成 9 年～2２年は毎年 6.8 億円、累計 124 億円に上ります。 

今年からは年 2.2 億円に下がりますが、平成４０年まで続くのです。 

実はこの負担金は、メッセの収益を上げれば減らすことができるのです 

 
千葉市は、（株）メッセの 12．5％ の株を持つ大株主です。 

株主なら、収益をあげるために株主総会に出席し発言すべきです。 

昨年はモーターショー撤退と震災の影響で客足が遠のくことが予想できました。 

しかし、市から株主総会に誰も出席をしていないのです。 

それどころか、少なくとも過去 5 年間、市は一度も株主総会に出席していません。 

これではメッセに対する市の戦略はないといっても過言ではないでしょう。 
 
まもなく千葉県企業庁がなくなります。今後は、千葉市自らがイニシアティブ

をとって県に働きかけ、メッセの収益を上げ、負担金額を減らさなくてはなりま

せん。激化する都市間競争に勝ち、豊かな千葉市をつくるためにも、今すぐメッ

セの経営体質を変えなくてはならないのです。 

 

 

 

平均報酬 

1人1300万 天下り 6 人 

平均報酬 

1 人７００万 

天下り２人 

http://www.sakuraitakashi.com/
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３地域について  防犯対策  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 10 月 29 日、当事務所に放射線の専門家である放医研の先生をお招きし、 

勉強会を開催しました。質疑応答を交えながら、放射線が人体に及ぼす影響について 

基礎から解説頂きました。お母さんに連れられた小さいお子さんから、ご高齢の方まで 

幅広い世代の方が参加されました。 

先生の引用された、『ものを怖がらな過ぎたり、怖がり過ぎたりするのはやさしいが、 

正当に怖がることは、なかなか難しい。（寺田寅彦）』という言葉に大いに共感しました。 

私たちには、薬害エイズや C 型肝炎など、国や自治体を 100％信じることはできないという苦い経験もあります。 

常に情報を発信し、正しい知識を共有することの大切さを痛感しました。 

その後、自治会の勉強会等で市の取り取り組みを説明し、市民と連名で所管部署に公開質問状を提出しております。 

 

 

大震災の際、日本人の美徳ある行動は海外のメディアに絶賛されました。しかし、今のままの教育でこれが維持でき

るでしょうか。先人の功を未来に繋ぎつつ、１人１人の可能性を伸ばすことなど、教育施策は最重要課題です。 

社会は確実に変化しています。変化に対応しながら、良いものは継承していかなくてはなりません。そのためにも、

国民それぞれが、どのような国、地域を望むのかを真剣に考え、正面から教育に向き合うことが大切なのです。 

国の制度を変えなくても、市レベルで教育を変えることはできます。先の議会では、この観点から質問をしました。 
 
 桜井  「三鷹市のコミュニティスクールや、柔軟な発想を持つ民間人校長の登用、

杉並区で取り入れられている学校支援本部等の新しい取り組みを導入しないのか？」 
 
 市の回答  

「本市は、学校評議員制を取り入れている。これを推進していくことで十分と考える。」 
 
 桜井  「私は当選以来、議会毎に新しい教育政策の導入を要望してきたが、そのつ

ど却下されてきた。今度は、実際に学校評議員の現場を視察させていただきたい。」 

 

《 視察の感想と主張 》 平成 24 年 2 月、小学校 2 校を視察してきました。 

評議員、セーフティーウオッチャーの皆様、教職員の皆様の日頃のご尽力に敬意を表し、深く感謝を申し上げます。 

しかし、学校評議員制は学校側が主導権を持ち、年 2、3 回しか開催されません。（三鷹市の学校運営委員会は年 10 回） 

僭越ですが、やはり時代に合った新しい教育のためには、他の自治体の成功事例の検討が必要との思いを強めました。 

三鷹も、杉並も、教育が変わったのは、行政の先見の明によるものです。 

今後も教育の現場に接しつつ、新しい時代を見据えた教育を訴えてまいります。 

 

常に皆様のご意見・ご要望をお伺いしています。 

どんなご意見でもお聞かせ下さい。 

〒262-0033 千葉市花見川区幕張本郷 2-7-4-102 

Tel/Fax 043-441-5310 携帯 090-3527-9376 

E-mail koenkai@sakuraitakashi.com 

ホームページ www://sakuraitakashi.com 

ツイッター @sakuraitakashic 

 

 

◆早稲田大学卒業  ◆政策学校一新塾卒業  

千葉市で 10年間学習塾等で教育に心血を注ぐ。 

Ｈ22 年夏～駅に立ち「芯のある教育」と「力強い地域」の実現

を訴え始める。 

Ｈ23 年 1 月 みんなの党の公認予定候補者となる。 

Ｈ23 年 4 月 統一地方選挙にて花見川区で 5118 票を賜り、

11 議席中第 3位で初当選。 

ＩＲ議連事務局長、教育未来委員会および広報委員会所属 。 

「芯のある教育」と「力強い地域」 を実現します。 

常に市政について発信し、地域を走り回り、皆さまと共に問題解決のために知恵をしぼり、汗を流します。 

特定の企業、組合、宗教団体の支援は受けません。しがらみ・利害関係がないから、公正に判断し行動できます。  
 

 
幕張本郷駅で歩行喫煙によりやけどを負った方から、

投書をいただきました。さっそく、この件を市の担当部
署に説明し、幕張本郷駅に喫煙禁止ポスターを貼っても
らいました。 
罰金を課せられるのは、 

千葉駅、稲毛駅、蘇我駅、 
海浜幕張駅の一部のみですが、ポスターにより 
少しでも、歩行喫煙の被害が 
減ることを望みます。 

 

 
待機児童は千葉市全体で 427 人。（Ｈ23 年 9 月） 

特に幕張・幕張本郷地域は待機児童数が多く、市はこの地
区を「最重点地域」として定め、保育園事業者の募集を行
いましたが、応募がありませんでした。幕張本郷地区には、
認可保育園がなく、仕事と子育ての両立の観点からも一刻
も早い整備が必要です。追加募集の結果、幕張本郷地区で
2 か所、以下の通りに認可保育所が決定しました。 
（いずれもＨ２５年４月開園） 
①幕張本郷６丁目 ６０人 ②幕張本郷５丁目 ５９人 

mailto:koenkai@sakuraitakashi.com


 

 

 

 

 

        

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


